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久留米入城400年モノ語り❸久留米入城400年モノ語り❸
シリーズ

ま
ち
づ
く
り
の
面
影
残
る

久留米歴代藩主

　初代 豊氏　初代 豊氏 とようじ とようじ

　二代 忠頼　二代 忠頼 ただより ただより

　三代 頼利　三代 頼利 よりとし よりとし

　四代 頼元　四代 頼元 よりもと よりもと

　五代 頼旨　五代 頼旨 よりむね よりむね

　六代 則維　六代 則維 のりふさ のりふさ

　七代 頼徸　七代 頼徸 よりゆき よりゆき

　八代 頼貴　八代 頼貴 よりたか よりたか

　九代 頼徳　九代 頼徳 よりのり よりのり

　十代 頼永　十代 頼永 よりとお よりとお

十一代 頼咸十一代 頼咸 よりしげ よりしげ

AA城南中学校の校門城南中学校の校門
そばにある久留米城そばにある久留米城
外郭跡の石碑。上級外郭跡の石碑。上級
武士の屋敷跡でした武士の屋敷跡でした

❶本丸 ❷二ノ丸 ❸三ノ丸
❹外郭

❺町人地
❻妙泉寺

A城南中

B札ノ辻
★池町川

BB通町の昭和通り沿通町の昭和通り沿
いにある札ノ辻跡のいにある札ノ辻跡の
石碑。久留米藩の街石碑。久留米藩の街
道の起点でした道の起点でした

★筑後川河川敷

20m

10m

北

N

南

JR久留米駅●

★市役所

▼ 本丸と町人地の高低差が分かる

は今回のモノ語
りと関わる藩主
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★
市
役
所

★
池
町
川

❶

❷ ❸
❹

❺
❻


